
ＢＡ.５対策強化宣言に伴う協力要請等について 
令和４年８月４日 

千葉県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 
 

 新型コロナウイルス感染症のオミクロン株（ＢＡ.５）の感染者が急増し、昨冬の 

ピークを超え、即応病床使用率は７０．３％（令和４年８月３日時点）となり、入院

調整に時間がかかる事案が増えるなど医療機関等への負荷が急速に高まっています。 

 県では「ＢＡ.５対策強化宣言」を行い、基本的感染対策や感染リスクを低減させる

適切な対策の徹底により、社会経済活動の維持と医療のひっ迫の回避の両立を図る 

ために以下の対策を要請します。 
 

○「ＢＡ.５対策強化宣言」の期間 

令和４年８月４日から８月３１日まで 
 

○協力要請等の内容 

１ 県民の皆様へ 

（１）特措法第２４条第９項に基づく協力要請 

  ア 冷房中でも室内を定期的に換気するとともに、こまめに手洗いを行うなど基本的 

な感染対策を再徹底すること。 

 イ 風邪症状等、体調不良が見られる場合は、外出を控えること。 

 ウ 高齢者や基礎疾患を有する方及びこれらの方と同居する家族等は、混雑した 

場所や感染リスクが高い場所への外出を控える等、感染リスクを減らす行動を 

心がけること。 

  エ 飲食時の大声や長時間の回避、会話する際はマスクを着用すること。 

  オ 「千葉県飲食店感染防止対策認証事業認証店」、「千葉県飲食店感染防止基本対策  

確認店」を利用すること。 

  カ 救急外来及び救急車は、適切に利用すること。 

  ※ 救急車の要請に迷う場合は、自宅療養者フォローアップセンターや救急安心電話相談を 

利用してください。 

  ※ 自宅療養中に容態が急変した場合には、躊躇なく救急車を呼んでください。 
   

（２）（１）以外のお願い 

  ア 症状が軽く、６５歳未満で基礎疾患がないなど重症化リスクの低い方は、発熱外

来の受診に代えて、検査キット配付センター等で配付する検査キットを用いて検査

することや、陽性と思われる結果が出た場合には、陽性者登録センター又はオンラ

イン診療の利用等を検討していただきたいこと。 

  イ ３回目までのワクチン接種を行っていない方や、２０代、３０代の若い世代の方

は、感染による重症化や後遺症から自分を守るためにも、速やかな接種を検討して

いただきたいこと。 

  ウ 高齢者などの重症化リスクの高い方については、ご自身やご家族などの周りの方

がワクチンを接種していただきたいこと。 



２ 事業者の皆様へ 

  特措法第２４条第９項に基づく協力要請 

  ア 業種別ガイドラインを遵守すること。 

  イ 在宅勤務（テレワーク）の活用を推進するとともに、時差出勤、自転車通勤

等の人との接触を低減する取組を推進すること。 

  ウ 職場においては、感染防止のための取組や「３つの密」等を避ける行動を  

徹底すること。 

  エ 療養を終了した方や濃厚接触者の待機期間が終了した方が職場等で勤務を開始す

るに当たり、職場等に証明（医療機関・保健所等による退院若しくは宿泊・自宅療

養の証明又はＰＣＲ検査等若しくは抗原定性検査キットによる陰性証明等）の提出

を求めないこと。 

  オ 集客施設においては、入場者の整理・誘導、発熱者等の入場禁止、入場者の  

マスクの着用等の周知を徹底すること。 

  カ 社会経済活動の維持と感染防止対策の両立のため、業務継続計画の確認等を 

進め、事業継続を図ること。 

  キ イベントの実施に当たっては、「感染防止安全計画」や「感染防止対策チェック 

リスト」により、その規模にかかわらず感染防止対策を講じて実施すること。会合

やイベントなどでは、症状のある方が参加しないように呼びかけること。 

 

３ 高齢者施設等へ 

（１）特措法第２４条第９項に基づく協力要請 

  ア 高齢者施設等の従事者等の頻回検査を実施すること。 

  イ 高齢者施設等での基本的感染対策に配慮した面会を実施すること。 

  ウ 入所者等へのワクチン接種を促進すること。 

（２）（１）以外のお願い 

   協力医療機関等との協力体制を確認すること。 

 

４ 医療機関へ 

（１）特措法第２４条第９項に基づく協力要請 

   全医療機関における新型コロナウイルス感染症対応への協力 

（２）（１）以外のお願い  

 ア 現在病床を確保していない医療機関も含めた更なる病床の確保 

  イ 回復期・慢性期を担当する医療機関を中心とした後方支援医療機関としての協力 

  ウ 緊急搬送後に感染が判明した患者等に対する医療の継続 

  エ 高齢者施設等における協力医療機関の事前確保への協力 
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別表 これまでの緊急事態宣言発令時等に要請した感染防止対策 

 

 

１．徹底した換気を行ってください。 
※ 例えば、二酸化炭素濃度測定器を用いて店内を測定し、二酸化炭素濃度が一定水準（1000ppm）を超え

ないように換気や収容人数を調整してください。なお、二酸化炭素濃度が一定水準を超えた場合に自動的

に換気が行われる技術を導入する方法もありえます。 

※ 機械換気設備がある場合は適切に稼働させ、ない場合は、30分に1回以上、数分程度、二方向の窓を

全開するなどにより換気量を確保してください。窓が一つしかない場合は、ドア等を空けてください。 

２．飲食をする場においては、全ての座席について「同一グループ内の人と人との間隔」及び「他

のグループとのテーブル間の距離」を一定以上（目安１～２ｍ）確保してください。なお、距

離の確保が困難な場合には、飛沫の飛散防止に有効な遮蔽板（アクリル板等）を設置するなど

の工夫をしてください。 
※ 遮蔽板（アクリル板等）の設置：同一テーブル上の正面及び隣席との間、並びに他のテーブルとの間

に設置。遮蔽板（アクリル板等）の高さは、目を覆う程度の高さ以上のものを目安としてください。 

３．店舗入口や手洗い場所、席の近く等に、手指消毒用の消毒液を用意してください。また、従業

員は来店者の入店時に、消毒液を使用するよう呼びかけをお願いします。 

４．店舗入口及び店内に、「食事中以外のマスクの着用をお願いする」旨を掲示又は呼びかけを行

ってください。 

５．マスク着用のお願いについて、正当な理由がなく応じない方の入場を禁止してください。すで

に入場した方には退場を促してください。 

６．店舗入口及び店内に、「発熱や咳などの異常が認められる場合は入場をお断りさせていただく」

旨を掲示するとともに、正当な理由がなく応じない方の入場を禁止してください。すでに入場

した方には退場を促してください。 

７．人と人とが対面する場において、アクリル板など、会話により飛散する飛沫を遮ることができ

る板等を設置するか、相互の適切な距離を確保してください。 

８．従業員へ、保健所から行政検査を受けるよう指導等があった場合には、受検することを促して

いただくようお願いします。 

９．入場者が密集しないよう、入場者の整理及び誘導をお願いします。 

１０．事業所の消毒をお願いします。 



                                                 経 第 ４ ４ ８ 号  
疾病第１０７４号 

                                                 令和４年８月４日 
 
  各関係団体の長 様 
 

千葉県商工労働部長  
                                                      （公 印 省 略） 

千葉県健康福祉部長  
                                                      （公 印 省 略） 
 

新型コロナワクチンの３回目接種に関する積極的な周知について（依頼） 
 
日頃より、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に御協力いただき、厚くお礼申し

上げます。 
現在、県内では若い世代を中心に感染者が急増している一方で、新型コロナワクチンの

接種については、３回目接種の若年層の接種率が、２０代、３０代では５割台、１０代で
は３割台にとどまっています。 
また、国では、７，８月を「ワクチン推進強化月間」とし、改めて若い世代に向けた、

政府の広報活動等を強化しています。 
貴団体におかれましても、適宜、リーフレットや動画資材をご活用いただき、会員の皆

様への周知や各所での掲示・配布等により、積極的な広報を行っていただくとともに、従
業員への接種の呼びかけや、接種日当日等の休暇取得への理解などにより、接種を受けや
すい環境を整備するよう、会員の皆様に働きかけていただければ幸いです。 
 引き続き、新型コロナワクチンの接種推進のため、ご協力の程、何卒よろしくお願い申
し上げます。 
 
 
 
＜添付資料＞ 
・「今、コロナワクチンについてお伝えしたいこと」 
・リーフレット「３回目接種がまだお済みでない皆さまへ」（2022 年 7 月） 
リンク https://www.mhlw.go.jp/content/000966240.pdf 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

連絡・相談先 
  千葉県健康福祉部疾病対策課ワクチン接種体制整備班 
  ０４３－２２３－４３６４、４３６５、４３６６、４３６７ 

https://www.mhlw.go.jp/content/000966240.pdf


現在、若い世代を中心に感染者が急増している一方、
若い世代の３回目ワクチン接種は３～５割台にとどまっています。

今、コロナワクチンについてお伝えしたいこと

「若い世代の3回目接種推進に向けて」

企業・団体等の皆様へのお願い

若い世代のワクチン接種促進に向けて、７，８月を「ワクチン推進強化月間」とし、
政府の広報活動を強化中です。各企業・団体等の皆様からも従業員等に対して積極
的に働きかけていただけますと幸いです。参考までに、働きかけに必要なリーフ
レットや参考動画のURLをご連絡させていただきますので、ご協力何卒よろしくお
願い致します。
なお、働きかけるに当たっては、ワクチン接種はご本人の意思に基づき接種いただ
くものであるため、接種を強制したり、接種を受けていない人に差別的な扱いをし
たりすることのないようにお願い致します。

2022年
7月

【政府広報動画等】

• 西川きよし氏、蛍原徹氏、JO1の皆様との総理対談
• 青山学院大学 原晋監督のテレビCM https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg24215.html

• ボンボンTVでの大阪大学忽那教授との対談
https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg24617.html

• 総理からのメッセージ動画 https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg24760.html

• 3回目接種のお知らせのリーフレット https://www.mhlw.go.jp/content/000966240.pdf など

３回目のワクチン接種は、皆様ご自身を守るだけでなく、家族、友人、
高齢者など、大切な方を守ることにもつながります。ご理解とご協力を
よろしくお願いします。

現在、若年層を中心に全国的に

新規感染者の増加がみられます。

（新規感染者の半数以上が10-30代）

ほぼ全世代において８割以上の方に2回目
の接種を完了いただいておりますが、
特に、 10～30代の若年層における３回目
接種率が低いことが課題です。
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若い方であっても、重症化したり、倦怠
感などの症状が長引いたりする可能性が
あります。

内閣官房
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